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由称表現に見られる日中雨音語のÅ称代名詞と親族語盤
陳 最
はじめに
従来の 日中両言語 の人称代名詞 と親族語嚢な どに関する研 究は 一 般的に ､ 語史的 ､ 文法
論的な研究 の ほ か ､ 両者を呼称論 にお ける敬語 問題 に関わるも の と して位置づ けて ､ それ
ぞれ孤立 して捉 えられて きたo また ､ 運用面に お いて それぞれ の使用場面と対象の 種類 と
用法 の相違を指摘する にと どま っ たもの が多い o 本稿は ､ これまで の言語学における人称
代名詞及 び親族語嚢の 研究成果 を踏まえた上で ､ 人称代名詞 ､ 親族語桑､ 役職名 ､ 名 前な
どの 言語形式にお ける人間関係の あり方を反映すると いう共通面 に注目 して ､ 人称代名詞
及び親族語嚢を人間を指 し示す語桑の 全体の 下位体系 のひ と つ と して取 り上 げた①｡ 日中
雨音語を対照させなが ら､ 現代文学作品②の 会話例 の 言語資料の 収集 ･ 分析に より ､ 自称
とい う運用面 に見られ る - ､ 二 ､ 三人称代名詞と親族語桑の 表現形式 を記述 ･ 分析 し､ さ
らに社会言語学的､ 語用論的な考察を加 えるo
1 . 本研究における基本概念と分類
1 . 1
. 先行研究
鈴木 1973は人 を表す言葉の 分類に つ い て ､ 人称代名詞 などの カ テ ゴリ ー を用 い るの
で は なく ､ 話 し手が自分自身に言及する こ とばのす べ て を総括す る概念で ある ｢自称詞
(ter msfor selDJ と話 しの 相手に 言及する こ とばの 縛称で ある ｢対称詞(addr esste r ms)+
と対話の 中で 登場する第三者を指す｢他称詞+ とい う概念を用 い る べ き で ある と提唱 し､
さらに対称詞 を ｢オ ト ー サ ン !+ の ような ｢呼格的用法(vocative u革e)+ と ｢串母さん な
ん てき らい+ の ような｢代名詞的用法(pronomin alu se)+ に再分類 して い る (鈴木 1973:
134､ 146･ 155)o
また､ 大西 1992､ 1994 は中国語 の 自称詞 に つ い て ､ ｢親族名称 ､ 職業名 等が 用い られ る
こ とが あるとい う指摘は ､ - ･ 殆 どが 人称代名詞 を論ず る 中で ､ 敬語法と の 関わりで例外
的に扱われて きた+ と指摘 し､ さらに ｢母親が息子に対 して ``娼婦娼鈎嫡'' の ように 自ら
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と称 しうると いう事実は どう捉 える べ きで あろうか+ と問題提起 して ､ ｢中国語 に
も これらの 現象 を 一 括 して 捉えうる 一 つ の概念 - 一 自称詞 ､ 対称詞 ､ 他称詞 - - を導入す
る必要があると考えられる+ (大西199 2:31) と述べ た ｡
1 . 2
. 本研究における基本概念と分類
本研究で は ､ 以上の先行研究を踏まえたうえで ､ 自称 ･ 対称 ･ 他称 の場にお いて ､ 話 し
手 と他者との 関係概念 を表す表現 を｢人称表現+ と呼ぶ. そ して
,
, そ の 下位区分 として ｢自
称表 現+ ｢対称表現+ ｢他称表現+ と設ける｡ ｢自称表現+ とは話 し手が自分 を称す る こと
ばの表現形式 である｡ ｢対称表現+ は話 し手 が聞き手を称する こ とばの表現形式で あり､ さ
らに ｢対称表現I+ と ｢対称表現Ⅱ+ と分けて ､ それぞれ ｢話 し手が聞き手 に向か っ て直
接に呼びか ける表現 (呼格的用法)+ と ｢話 し手が 聞き手を文 の主格や目的格と して 内容的
に称する表現 (代名詞的用法)+ を指す｡ ｢他称表現+ は話 し手が自分及び聞き手以外の 話
題人物を称する こ とばの表現形式とす る｡
日中両言語の 人称代名詞と親族語嚢は ､ 人 を指し示す ことばで あり ､ 運用上にお い て ､
名前や役職名 などと同様に対等な関係に あるもの と して ､ それぞれ自称 ･ 対称 ･ 他称の 表
現形式 の 一 種 になるo 本稿で は ､ 斌幅の 関係で 自称表現と して用 い られる人称代名詞と親
族語嚢を取り上 げる｡
表 1 : 本研究にお ける人称代名詞 と親族語嚢の位置づ け
自称
人
称
自称表現
対称
対称 Ⅰ(呼格的用法)
対称 Ⅱ(代名詞的用法)
対称表現 Ⅰ
対称表現Ⅱ
他称 他称表現
人称代名詞､
親族語嚢､
名前 ､
役職名
● ● ●
2 . 表現の視点と語嚢の基準
2. 1 . 表現の 視点と詩集の基準との関係
上にも触れた が ､ 大西智之 1992､ 1994 は鈴木 1973の論 を踏まえた うえで ､ 親族語嚢
の選択基準に着目 して ､ 親族語嚢を話 し相手を基準 に選ぶ か ､ 会話 の 中に登場する第三者
を基準に選ぶ か に よ っ て分類 して い る ｡ さらに ､ 話 し相手 を基準に選んだ親族語嚢を ｢話
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し相 手基準明示タイ プ+(例 えば､ ｢併営雀(お前 のお 父さん)+) と ｢話 し相手基準暗示タイ
プ+ (例 えば､ ｢雀雀(お父 さん)+) に分けて ､ 中国語の 自称詞 の タイプ を分類 ･ 分析 した｡
それをも っ て ､ ｢話 し相手基準暗示 タイプ+ は話 し手が他者との 心 理的な 一 体化 した表現で
あるが ､ ｢話 し相手基準明示 タイ プ+ は 一 体化 した表現では ない と述 べ て い る｡ しか し､ 視
点の 問題が絡ん でく る運用面 (本来 の用法と転用を含む) にお ける特徴､ 表現視点の あり
方 ､ とくに両言語 の相違の あり方 ､ ｢呼格用法+ と ｢代名詞的用法+ を併せも つ ｢雀雀(お
父 さん)+) と ｢代名詞的用法+ しか もたない ｢文京(父親)+ の使 い分 けに つ い て より
一 貫
した視点を持 っ て説明す るには ､ 一 名詞と して の親族語費の 基準 の み を見る の は十分と言
えるか ､ 多少疑問を感 じるo
方経民 1 999は運用面で は ｢表現 の視点+ と人称代名詞 ､ 親族語桑､ 名前 ､ 役職名 など
の ｢語嚢の参照点+ と の 区別が ある こ とに言及 して い る｡ しか し､ 方経民 1 999 は人称代
名詞の 体系及び本来の 用法 の みに つ い て考察したもの であり ､ 親族語桑の 本来 の用法や転
用現象､ 人称代名詞と親族語桑の 組み合わせ表現などに どう関わ るの か ､ 両者の あり方は
どう いうようなもの なの か に つ いて は触れて い ない ｡
具体的な会話の場に お いて ､ 話 し手は使用場面､ 意図 ､ 対象､ 文脈に より ､ 常に自分の
視点 に立 っ て表現するとは 限らない と考えられ る｡ 例 えば､ 父親が息子 の 前で 自分の こ と
を ｢ワ タ シ+ で はなく ､ ｢オ ト - サン+ というときは ､ 親族語嚢の参照点 は聞き手
･ 息子に
あるの みならず､ 発話 の場 にお ける表現の 視点も聞き手 ･ 息子に ある ｡ これは話 し手が自
分の こ とを息子で ある聞き手に完全に心理的な
一 体化させた転用表現 になるo しか し､ 父
親が 息子の 前で自分の ことを ｢ワタ シ+ では なく ､ ｢アナタノ オ ト
- サ ン+ というとき ､ こ
れ は確 かに聞き手を意識 した表現では あるが ､ 移動 したの は親族語桑の 基準 (参照点) の
み で ある｡ そ の場合､ 親族語褒の参照点は聞き手 ･ 息子に あるが ､ 発話の 場におい て話 し
手 ･ 父親は ｢アナタノ+ をつ ける こ とに よ っ て ､ 表現の 視点 を聞き手側に移動 させない で
自分の側 に立 っ て表現して い ると考えられ る｡ 話 し手が自分の こ とを息子である聞き手に
完全に心理的な
一 体化させた転用表現では なくなるo これは話 し手が自分を客 附ヒした表
現で あると見て とれる ｡
自称表現にみられた形式の 相違は ､ 構文論や語用論 的な要因の ほか ､ ｢表現 の視点+と｢語
秦の基準(参照 劇+の置き方にも大い に関係 して い るの では ない かと考えられ るo 従 っ て ､
日中両言語 の人称表現に見られ る運用の 特徴や転用現象の相違を考察する際は ､ 親族語嚢
の基準 (参照点) と表現の視点 を確定しなければならな いo 両言語の 人称代名詞と親族請
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桑の 運用特徴の相違を明らか にす るた めに ､ 両者 を分けてそ して合わ せてみ る必要がある｡
2. 2. 表現形式のタイプ
｢話 し手 ､ 聞き手 ､ 話題人物+ とい っ た関係 と話 し手が 人称表現にお ける視点の 置き方
との 組み合わせ方か ら考え ると ､ 表現形式 の タイプ は数通 りがあると考え られるが ､ 今回
の資料で自称にみ られた 日中両言語 の人称代名詞と親族語嚢の 表現形式を次の ようなタイ
プに分類する こ とを試み た｡
息タイプ[1〕 話し手の視点による自称的なとらえかた [･E)ヰ]③
話 し手 は ､ 自分の 視点に立 っ て ､ しかも自分を基準に語秦を選択 して自分をさす｡
例 :息子 である話 し手が 父 で ある聞き手に 向か っ て自分の こ と を｢ボ ク+｢我(私)+とい う｡
Aタイプ[2] 話し手の視点による対称的なとらえかた 【申]
話 し手 は ､ 自分を基準 に語秦を選択 して 聞き手 をさすとき の こ とばで自分 の こ とをさす｡
例 : 話 し手が 聞き手 に向か っ て ､ 自分 の こ とを ｢停(あなた)+ とい う｡
Aタイプ[3] 話し手の視点による他称的なとらえかた [中】'
Ⅰ . 話 し手は ､ 自分の視点に 立 っ て ､ しか も自分を基準に語嚢を選択 して自分の こ とを
表現す るが ､ 自分の こ とを他者的にとらえて い う｡
例 ‥妻で ある話 し手 が夫である聞き手 に向か っ て ､ 自分?こ とを｢地(か の じょ)+とい う｡
Ⅱ . 話 し手 は ､ 自分の視点に 立 つ が ､ 聞き手を基準に語嚢を選択 して 自分 の こ とを他者
的 にとらえて い う｡
例 :父 親で ある話 し手 が息子で ある聞き手に向か っ て ､ 自分の こ とを ｢佑雀雀(あなたの
お父 さん)+ とい う｡
Ⅲ ･ 話 し手は ､ 自分の視点に 立 つ が ､ 第三者を基準 に語嚢を選択 して自分 の こ と を他者
的に とらえて いう｡
例 :母親で ある話 し手が娘で ある聞き手に 向か っ て ､ 自分の こ とを ｢他大損(彼の お ばさ
ん)+ と い う｡
Aタイプ[4】 聞き手の視点による対称的なとらえかた [日 ヰ】
話 し手は ､ 聞き手 の 視点に立 っ て ､ しかも聞き手 を基準に語嚢を選択 して聞き手が 話し
手をい うときの こ とばで自分をさす ｡
例 : 父親で ある話 し手が息子で ある聞き手にむか っ て ､ 自分 の ことを ｢オ ト - サン+ とい
う｡
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息 糾 プ[5コ 第三者の視点による対称的なとらえかた ほコ
話 し手は ､ 第三者 の視点 に立 っ て ､ しかも第三者を基準に語嚢を選択 して ､ 第三者 が聞
き手に呼びか ける ときの こ とばで 自分をさす ｡
例 : 夫で ある話 し手は妻で ある聞き手に向か っ て ､ 自分 の ことを ｢ジイ ジ+ とい う｡
タイプ【6] 視点が介入しないとらえかた [日 ヰ】
Ⅰ ･ 話 し手が 聞き手 を基準に して親族語嚢を選択 して 自分 の こ とを客体的に表現する ｡
例 :父親で ある話 し手が息 子 である聞き手 に向か っ て ､ 自分の こ とを ｢チ チ オヤ+ と言う｡
Ⅱ ･ 話 し手 が第三者を基準に して親族語嚢を選択 して ､ 自分 の こ とを客体的に表 現する｡
例 : 妻で ある話 し手 が夫で ある聞き手に向か っ て ､ 自分の こ とを ｢人ハ オヤ+ という.
次節からは ､ こ の ような観点から､ 現代 日本語と中国語 の 自称表現に用 い られ たそれぞ
れの 表現形式 を整 理 して ､ そ の 特徴を記述 ･ 考察 して いく｡
3･ 自称表現に みられる日本語の人称 代名詞と親族語嚢
自称に用 い られ る 日本語 の人称代名詞と親族語嚢は次の 五 つ の 表現形式①が み られ た｡
表現形式 ①親 ･ 上 ②親 ･ 下 ③ 一 人称 ⑧親＋人 ⑪指＋人 そ の 他 合計
用例数 125 4 540 4 1 2 3 697
3･ 1. 人称代名詞の 単純型
人称代名詞の 単純型 の用例が 一 番多く見られ た o 自称に用 い られ た人称代名詞 はす ベ て
一 人称代名詞で あり ､ 以下の ように ､ ｢ワ タ シ+ ｢オ レ+｢ボ ク+ ｢ア タ シ+ ｢ワ タ ク シ+ ⑤ ｢ワ
シ+ などが用い られ て い る｡
No･1 ‥国は もう子供 じやな い の よo 帰宅する時間まで い ちい ち干渉 しな い で ､ たまらない
よ｡ (長子 ･ 娘 ･ 20代⇒ 節子 ･ 母 ･ 60代⑥)
No･2 : キ ミの言葉に勇が驚い て ､ ｢え､ 囲何も しない よ. 母 ちゃ ん との約束だ もA,な｡+
(勇･ 息子 ･ 30代⇒ キ ミ ･母 ･6 0代)
No･3: 家に縛られて好 きな人 とも結婚 させ ない なん て悲惨 じや ない o 匝司も御免 だわo
(長子 ･ 娘 ･ 20代⇒ 大吉･ 父 ･ 60代)
･o･4‥囲だ - て
'
, お母 さん に帰 っ てきて欲 しい もんo (真･息子 ･ 7才⇒ 五 月 母 30代)
No･5: 若い女性 っ ち ゅうの は ､ き つ い もん だなあo 匡ヨ､ 怖くてかなわん わ .
･ 40-
(社長 ･男性 ･50代⇒ カズオ ･秘書 ･40代)
No･6‥匝亘∃､ 切手を集め て い るもの ですか ら､ た びた び郵便局に は行 っ てま した の o
(高橋母 ･ 隣人 ･60代⇒ サチ コ ･ 隣人 ･ 40代)
No･7 ニ匝亘蔓司はもうカ ンカ ン だぞo もう離婚だあo (北杜夫 ･ 夫 ･60代⇒ キ ミ子 ･ 卦 6.代)
以上 の用例は ､ いずれ も話 し手が自分の視点に 立 っ て 一 人称代名詞で 自分 の こ とを表現
して い るo これは タイ プ【1】の ｢話 し手 の視点に よ る自称的 なとらえか た+ で あり ､ 一 人
称代名詞本来の用法で あるo 図示すると ､ 次の ように なる ｡
図 1 : タイ プ【1j･ 話 し手の 視点に よる自称的なとらえか た
○ - - - △
父 I
A 娘 ｢ワタシ+
(｢ワ タ シ+ ‥ 娘 (10代) ⇒ 父親 (40代), 自分 の こ とを い うとき)
この 用法は ､ 親族間にお い ては ､ 目下の 話 し手 が目上の 聞き手 の前で自分 を称するとき
に よく見られ るが ､ 非親族間にお い ては ､ 目上 ･ 目下に も関わ らずに よく用 い られて い る｡
また ､ これらの - 人称代名詞 は話 し手 の性別 ､ 世代別 の用例数を見ると､
表 2 ‥話 し手 の性別 ､ 世代別に見る日本語 の - 人称代名詞と用例数
語形 10代 2 0代 30代 40代 50代 60代 合計
男性 ワ シ 0 3 0 0 2 2 0 2 5
オ レ 9 2 2 67､ 23 3 4 12 9
ボ ク 6 0 8 2 0 0 16
ワ タ シ 0 0 0 19 0 2 2 1
女性 ワ タク シ 0 0 0 0 1 6 2 18
ワ タ シ 19 93 11 2 36 0 29 289
37ア タ シ 29 5 1 1 O 1
以上の 表で 示 したようにヾ 男性 は ｢ワ シ+ ｢オ レ+ ｢ボク+ ｢ワ タシ+ を､ 女性は ｢ワタク
シ+ ｢ワ タ シ+ ｢ア タ シ+ を用 い るこ とか ら､ 人称代名詞 には ､ 話 し手の 性別に よる使 い分
けが あるこ とが窺われ るo また ､ 年齢別 に見る と､ 50代の男性は ｢ワ シ+ を､ 30代 の男
性は ｢オ レ+ と ｢ポク+ を､ 40代以上の 男性は ｢ワタ シ+ を､ 50代の 女性 は ｢ワ タ ク シ+
を､ 10 代 の女性 は ｢ア タ シ+ を多く用 いて い る o ｢ワ タ シ+ は男女にお い ても ー 番多く用
･ 41 ･
い られて い る 一 人称代名詞 で ある o こ の ように ､ 話 し手 の性別と年齢に よ り ､ 日本語 の 一
人称代名詞 に使 い 分けが ある こ とが認 め られ る｡
また ､ 次の 用例で は ､
No･8: カ ズ オは あわて て ､ ｢あ ､ それ ､ 囲が持 っ て いく からo どうもありが とう+ と彼女が
持 っ て い るお盆を取 り上げた｡ (カ ズオ ･ 会社先輩 ･40代⇒ 女性 ･会社後輩 ･20代)
No･9‥｢こ ん なことを続 けて ､ 桓 は定年 にな っ て しまうん だろうか+ そうサチ コ に い っ た
こともある o (カ ズ オ ･ 夫 ･ 40代⇒ サチ コ ･妻 ･40代)
No･10 : は あ､ 国にも何度も御礼 を･ ･ ･ (カ ズオ ･ 秘書･ 40代 ⇒社長 ･5 0代)
No･11: 失礼で すが ､ タカ - シさん で は ｡ 鼠 隣の ヤ マ ダです｡
(カ ズオ ･ 隣人 ･ 40代 ⇒ 高橋 ･4 0代)
同じ話 し手 ･ カ ズオ の使用する場を見て み ると ､ 会社 の女性後輩､ 社長 ､ 妻､ 隣人に対
して ､ それぞれ異なる 一 人称代名詞 を使用 して い るo 家庭 か職場か ､ 改ま っ た場面 かなど
による使 い分 けもある こ とが伺 える｡
ほ かに ､ 話 し手が 同 じ聞き手 に対 して ､ 異 なる 一 人称代名詞で 自称する例も見られた .
No･3 と次のNo15 では ､ 娘 の長子 が父親 の大吉に対 して ､ ｢ワ タ シ+ と ｢ア タ シ+ を使 っ て
い るo 話 し手 ･ 長子 は ､ ｢ア タ シ+ を用 い る こ とで親に甘えるな どの気持 ちが現れて い るら
しい ｡ 次の 例でも､
No･12: そう いうわけに は い かん o 受け取 っ てくれない と ､ 匡∃の気 がすまん.
(社長･ 男性 ･ 50代⇒ カ ズ オ ･ 秘書 ･ 40代)
No･13 ‥ カ ズオ が感 心 して 眺めて い ると ､ ｢こ ら､ ヤ マ ダさん ｡ 何 を して るん だ+ と怒鳴ら
れた o ｢は ､ は い+ ｢回 が こう い うふ うに した ら､ ちや ん と書類 を持 っ て こん かい+
(社長 ･ 男性 ･ 50代⇒ カ ズオ ･ 秘書 ･ 40代)
こ の 2 例も ､ 社長が い っ もは ｢ワ シ+ と言 っ て い る が ､ ｢オ レ+ を用 い たの は こ の 1 例
の みで あるo ｢オ レ+ を用 い る こ とで ､ 怒りや不満 を表す意図が あ ると考えられ る.
また ､ No･7 の ｢オ レサ マ+ は ｢オ レ+ に ｢サ マ+ をつ けて敬称 で自分 を表現 して い るo
話 し手の 怒 りを表 して い る特別な用例 で あると考えられる ｡
さらに ､ 次 の例 の ように ､ 日本語 の 一 人称代名詞 は ｢女の+ ｢本人 の+ な ど､ 修飾をうけ
ることができ る｡
No･1 4: だか らっ て ､一 女姻 が何 か ら何まで しなきやならない こ と じやな い o
(文子 ･ 妹 ･ 30代⇒ 五月 ･ 姉 ･ 30代)
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No･15‥ 詰 っ て ､ どうせ私の こ とで しょ . だ っ た ら､ あ生旦国が聞い ちや い けない っ て法は
な いで しょう｡ (長子 ･ 娘 ･ 20代⇒ 大吉 ･ 父 ･ 60代)
以上 の 2例は の部分と後ろの 人称代名詞とは同格 関係 にあると見てとれ るが ､ 次の
例 の ように ､ 限定 ､ 被限定関係 にあ るもの もある｡
No･16‥ だ っ て ､ 全旦盛臥 勉強する の が い ちばん のお 仕事なんだもん ｡
(ユ カリ ･ 次女 ･ 10代⇒ カズオ ･ 父 ･ 40代)
ほ かに ､ 複数形の用例を次の ように挙げておく｡
No･17‥ 会社が何だ o 匝亘司に は望もい る｡ (享･ 夫 ･ 30代 ⇒ 文子 ･ 妻 ･ 30 代)
No･18: ｢どう して 大阪の おばあちや んの ため に匪ヨが こ ん な嫌な思 い をしなきや ならな
い の
｡ 私も絶対反対だからね｡+ と叫んで ､ あか りも後に続 いた ｡
(あか り ･ 娘 ･ 10代 ⇒ 弥生 ｡ 母 ･ 30代)
こ の 2 例は ､ 一 人称代名詞 に ｢タチ+ をつ ける形をと っ て い る｡ 前者は聞き手 ･ 妻の 文
子 を含む複数形であり､ 後者 は聞き手 ･ 母 の弥生を含まない で ､ 第三者 ･ 兄 を含む複数形
である｡ こ の ような複数形は聞き手 を含むか どうか に よる使 い分けがない ようである｡ し
か し､ 話 し手は自分と聞き手の 属性 によ り､ ｢オ レ+ か ｢ワタ シ+ かに ｢タチ+ が つ く形で
一 人称代名詞を使い 分けて い る｡
3 . 2. 親猿語嚢の単純型
日本語 の自称表現には ､ 話 し手が 自分の ことを ｢ワ タ シ+ などの 一 人称代名詞 で表現す
るの で はなく ､ 代わりに ､ 親族語愛で表現す る用例も見られた ｡
自称 に用 い られ る親族語嚢は話 し手以外の 人を基準に して い る ｡ 日本語の 場合は ､.大体､
聞き手 を基準に して い るが ､ 第三者を基準にす る用例も見られ る｡ 今回の資料では ､ 親族
語嚢の 用例は ､ 12 9例の うち､ 聞き手を基準に したもの は 1 25例 ､ 第三者を基準に したも
の は 4例であ っ た｡
3. 2. 1. 聞き手基準
No･1 9‥ 娘が早く戻 っ てきて ､ みん なで食事を したあと､ rヒ ロ 君は赤ちやん の とき ､ 匡∃
の お なか の中に い たの よ.+ (ユ リ ･ 母親･ 3 0代⇒ ヒ ロ ･ 息子 ･ 3才)
No･2 0: 遠慮しない で い い o 匪亘萱召が衰っ てや るぞo+
(カズオ ･ 父親 ･ 40代⇒ ナ オ コ ･ 長女 ･1 7才)
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上の例 では ､ 話 し手は 自分 の視点に 立 っ て ､ 一 人称代名詞で で はなく ､ 聞き手 が自分 を
呼ぶ ときと同形 の こ
r
とばで自分の ことを表現 して い るo こ の親族語嚢はもともと聞き手が
用 い る対称 の ことばで あり ､ まさしく聞き手 を基準 に したもの で ある｡ こ の 場合 ､ 話 し手
は聞き手 を基準に して親族語嚢を選 び ､ しかも い っ たん聞き手 に視点 を移 して か ら自分の
こと を表現 して い るo こ の 表現形式は タイ プ [4] に あた る ｢聞き手 の視点に よる対称的な
とらえかた+ をと っ て い る ｡ こ の形式には完全 に心 理的な 一 体化 が起 こ り ､ 親近感をもつ
一 種 の転用表現である こ とが見て とれ るo 図示す ると､ 次 の ようになる .
図 2: タ イ プ[4】. 聞き手 の 視点 によ る対称的なとらえか た
rオ ト サ ン+ 父喝 - - - △
＼
＼
＼ I
[父〕立娘
(｢ オト - サ ン+ : 父 親 (ヰo代) ⇒ 娘 (ユo代)､ 自分の ことを い うと き)
親子 の 会話例を見 ると､ 親族語嚢の 1 25例の うち､ 1 21例が 目上 の話 し手が 目下の 聞き
手 の 前で 自分を称する ときの 用例で ある｡ 目上 の親族が 目 下の親族 に親族語嚢で 自称す る
の が 一 般化 されて い ると考えられ るo
で は ､ 親が 一 人称代名詞 を用 いた場合は どんなときなの か ､ 母親 ･ サチ コ が ｢ワ タ シ+
を用い た用例 をみれば ､
No･21: 二 人の様 子 を見て ､ 何 かあ っ た と感 じ取 っ た彼女は ､ ｢どう したの+ とサチ コ に小声
で聞い た o ｢どうも し苧い わよo お 父 さん が機嫌が悪く て ､ 国に八 つ あた り して.るだけよo+
｢ふ ざけるな+ カ ズオ車ま怒 鳴っ たo ナ オ コ は 目を丸く して い る.
(サチ コ ･ 母 ･ 4 0代 ⇒ ナ オ コ ･ 長女 ･ 10代)
No･2 2: カズ オがそ ういうと ､ ナオ コ は ちらりとサチ コ の ほ うを見た ｡ サチ コ は相変わらず
無言で ある｡ ｢お母 さん も どう して黙 っ て る の ｡ お 父 さん の こ と ､ そ ん なふうに い っ たらだ
め じや ない の+ ｢だ っ て ､ 国ば っ か り悪 い ように いうだもん+
(サチ コ ･ 母 ･ 4 0代⇒ ナオ コ ･ 長女 ･ 10代)
こ こ の ｢ワ タ シ+ は話 し手 ･ サチ コ は夫との 口喧嘩を止 め るた めに割り込ん だ娘に対 し
て用 いた表現である｡ 第三者 ･ 夫を意識 した表現で あると思われ るが ､ 次の用例 では ､
No.2 3:｢あとで見せ て あげるか ら+｢どうせまた､ おばさんく さい や つ で し ょ+ ｢お ばさん で
悪か っ たわね｡ あなた だ っ て ､ 固く らい の 歳にな っ たら､ お ばさん になるん だか らね｡+
(サチ コ ･ 母 ･ 40代 ⇒ ユ カリ ･ 次女 ･ 10代)
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上の例で は ､ サチ コ は娘と二 人きり の とき ､ しか も話題人物が い ない ときに ｢ワ タ シ+
を用い た ｡ こ こに は女同士 の立場 に立 っ て 娘に対 して不満などの 感情が あると思われ る｡
しか し､ 他の親の会話例をみ ても ､ 子供を叱 るときで も子供を基準に した親族吾桑を用い
る こ とか ら､ こ の用例 は特別 なケ ー ス で あろうと考えられ る｡
また ､ 次の ように ､ 目下 の話 し手が目上 の聞き手に対 して ､ 一 人称代名詞 の代わ り に目
下の 親族語嚢を用い て 自称する用例も､ 稀なが ら､ 1 25例の うち 4 例見られた｡ 目上の 親
族語桑と目下の親族語嚢は代名詞化の 程度に違 い が ある ように思われる｡ そ の場合は ､ 特
別な感情が入 っ て い る こ とが多い ｡
No.24: カ ズオが念 を押すと ､ ｢うる さい なo そ ん なに何度も いわ なくた っ て い い ん だよo
囲に恥 じをか かせて ､ うれ しい かね o+ と ユ カ リは嫌 が っ たo
(ユ カリ ･ 次女 ･1 6才⇒ カ ズオ ･ 父親 ･ 40代)
No.25: ｢だ っ て ､ こ こまで甘 い っ て思わ ない もの+ ｢だから､ 匝の い うことを聞きなさい っ
て+ (ユ カ リ ･ 妹 ･ 1 6才⇒ ナオ コ ･ 姉 ･ 1 7才)
こ こ で用い られた の は目下の親族語嚢で あるo No.24 の.ように ､ 娘
･ 話 し手は父親 に ､ ｢私
が あなたの 娘だよ｡+ と い う自分の 役割を意識させ ､ ｢私が恥をか い ても､ あなた の娘 だか
ら､ あなたもい い気持ちに ならない はず よ+と伝える意図が あると考えられ る｡No.2 5 の｢妹+
の例も ､ 話 し手 の ユ カ リは ｢こ の ケ ー キが食 べ られない ほ ど甘い んだよ ｡+ とい う自分 の忠
告を聞かない で食 べ て しま っ た姉に対 して ､ ｢自分の 妹を信 じて+ という感情を込 めて い る
と思 われ る｡ また ､ 次の例で は ､
No.2 6‥ 何 じや ない だろ .巨頭が働 い て帰 っ て来たっ て い うの に ､ 知らん顔は ない だ ろo
( 良･ 父 ･ 3 0代⇒ 武志 ･ 息子 ･10代)
こ の場合 でも､ 父 親 ･ 話 し手 は 一 人称代名詞の 代わ りに ､ 息子 ･ 聞き手を基準に した親
族語嚢を用い るが ､ 息子が自分に呼び かけるときと同形 の こ とばで はなく ､ - 般概念を表
す ｢父親+ という 一 名詞 と して の ことばで自分 の こ とを表現 して い る｡ これらの表現形式
は タイプ[6]の Ⅰにあた る ｢視点が介入 しない とらえかた+ をとっ て い ると見て とれ る｡
従 っ て ､ こ の ような用例には聞き手との 心 理的な 一 体化が見られない ｡ 話 し手と聞き手
とい う場を離れて ､ 部外者と して自分と聞き手を眺 めるような感覚が与えられ る｡ 聞き手
を基準に した親族語嚢を用い て い るが ､ 話 し手が あくまで も自分を客体的にとらえて い る｡
聞き手に不満 の気持ちを持 っ て ､ 客体的な ｢父親+｢娘+ という自分の役割を意識 して欲 し
い という意図があると思われ る｡
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3. 2. 2. 第三 者基準
No.27:｢ぼくには できん . ジイ の こ とぜんぜん バ カ に して るか ら+
(北杜夫 ･ 主人 ･ 60代) ⇒ ハ ル ミさん ･ 家政婦 ･ 30代)
上 の 用例で は ､ 話 し手 の 杜夫 は第三者 (こ の場合は話題人物 になる) ･ 孫 の ヒ ロ の祖父 で
あり ､ ヒ ロ か ら ｢ジイ ジ+ と呼ばれて い る｡ こ の ｢ジイ ジ+ はまさ しく第三者 ･ ヒ ロ が話
し手 に呼びか ける対称 の こ とばで ある｡ こ こで は ､ 話 し手 は第三者 を基準 に した親族語嚢
を選び ､ しかも い っ たん第三者に視点 を移 して か ら自分 の こ とを表現 して い る ｡ こ の表現
形式はタイ プ [5] にあた る ｢第三者 の 視点に よる対称的なとらえかた+ をと っ て い る｡ 図
示す ると､ 次 の ように なる ｡
図 3: タイ プ[5】第三者 の 視点 に よ る対称的なと らえ か た
△ - - - - ◎
/
/
/ (話し手)
/
○ - △ /
/
l /
i#. ≡ [祖父〕
A (聞き手)
｢ジイジJ
(｢ジイ ジ+ : 主人 (60代) ⇒家政婦 (30 代)､ 自分 の こ と をい うとき)
しか し､ 次の例 では ､
No･28: 享の方 は上機嫌で ､ ｢望､ 元気 に なっ たねえ. - + ｢困 が働 い てて ､ ず っ と厳 しい
お ばあちや ん に ビ シ ビ シや られて たん もん ｡+ ( 文子 ･ 妻 ･ 30代⇒ 享 ･夫 ･30代)
妻の文子 は夫の 享に 向か っ て ､ 自分 の こ とを 一 人称代名詞で称 しな い で ､ 第三者である
息子 ･ 望を基準に した ｢母親+ の こ とばを使用 して い る｡ しか し､ 息子が 自分 に呼びか け
るときと同形 の こ とばで は なく ､ 視点 を介入 しない 一 般概念を表す ｢母親+ とい う 一 名詞
を選んで表現 して い る ｡ これ は タイ プ[6]の Ⅲ の｢第三者 の視点に よる対称的 なと らえかた+
にあたる｡ こ の 形式 をとる際は ､ 話題人物が い る場合が殆 どで ある｡ こ こ に は ､ ｢母親+ と
いう自分の 客体的な役割を強調す る意図が あると思われる｡ 話 し手が部外者と して自分 を
眺めており､ あく までも自分を客体的に とらえて い る｡ こ の ような用例もまれで あるが ､
自称表現と して の親族語嚢 の 129例 の うち､ 4例見られた ｡
3. 3. 組み合わせ型
組 み合 わせ型 の用例は ､ ｢親族語嚢＋人称代名詞+ の形式は 4例 ､ ｢指示代名詞 ＋ 人称代
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名詞+ の 形式は 1例と ､ 計5例あ っ た o
3. 3. 1 . ｢親族語嚢＋人称代名詞+の 形式
N..29 ‥ ｢した っ て ､ あの人は ､ あか りが家出 したの も匝桓司の責任だ主恩 っ て て ､ 母親
なら草の 根わ けても探 し出すの が当然で ､ 私が働きに出て るなんて ､ とんでもない っ て責
める こ と しか知らない人だし ､ ･ ･ I+ (弥生･ 長女･40代⇒ 節子 ･ 母親 ･60代)
これはやは り話 し手 が自分の 視点に立 っ て 一 人称代名詞で自分の ことを表現す る用法で
ある が ､ 親族語桑が人称代名詞と同格関係をな して い る｡ そ の親族吾桑が聞き手を基準に
する場合もあれば､ 第三者 にす る場合もあるが ､ いずれも話 し手がた だ会話 の場にお ける
｢話 し手+ とい う役割 では なく ､ ｢母親+ と いう役割を強調 したい とい う組み あわせ表現に
なる ｡
3. 3. 2. ｢指示代名詞＋ 人称代名詞+の 形式
No.30: 匹 ∃が 一 生懸命 にや っ て い るの に ､ 笑うとは何事ですか ｡
(編集長 ･ 女性 ･ 50代 ⇒部下 ･ 男性 ･20代)
これはやは り話 し手 が自分の 視点 に立っ て表現す る用法で あるが ､ ｢コ+ 系 の指示代名詞
が人称代名詞 を修飾 ･ 限定す るこ とにより ､ 話 し手が 聞き手の 目の 前に い る ､ 頑張 っ て い
る自分を強調 した い表現形式に なる｡
4. 自称表現 にみられる中国語 の 人称代名詞と親族語嚢
自称 に用 い られ る中国語の 人称代名詞 と親族語嚢は ､ 次の ような表現形式が み られた｡
表現 ①親 ･ ②親 ･ ③ - ④ 二 ⑤三 ⑥人＋ ⑦人十 ⑨親 ⑲人＋ そ の 合計
形式 上 f 人称 人称 人称 親 親＋人 ＋指
etc.
指＋親
etc.
他
用例
数
9 2 7 1634 15 1 33. 2 1 18 64 18 67
4. 1 . 人称代名詞 の単純型
自称に用 い られた人称代名詞の 用例は ､ 一 人称氏名詞 が 1634例あり ､ 自称表現 の 87.5%
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を占めて い る｡ ほ かに ､ 二 人称代名詞 ､ 三人称代名詞 の 用例も見られた ｡
4. 1 . 1
.
一 人称代名詞 の形 式
一 人称代名詞 の用例をみれ ば､ 単数の 話 し手 を指す には ､ ｢我 w 6( 私)+ ｢哨 z畠n (私達)+
｢鳴イロz畠rm erl(私達)+ が 用 い られて い る.
まず､ ｢我 w 8+ の 用例を見る が､
No･31: 俸要辞 取 囲没二 乱 (あなたが仕事をや めた い と言 っ た とき ､ 塾は文句 一 つ 言わ
なか っ たo ⑦) (暁雪 ･ 妻 ･3 0代⇒鐘鋭 ･ 夫 ･ 30代)
No･3 2: 健在背后悦国的杯潰? (誰が隠れて塾の 悪 口 を言 っ て い る の か なあo)
(鐘鋭･ 父 ･ 30代 -}T T･息子 ･ 4 才) .
No･3 3: ` `喚, 対了 ｡r” 夏順汗共高来烈地 嵐 `周今ノしオ知道小芳的嫡婦長堆 , 佑清 馴コ是什
ゑ英系? ” (｢そうだそ うだo+ 夏順開が嬉 しそうに言 っ た o ｢塾は今日や っ と小芳ちやん の
お母さん が誰だか分 か っ た ぞ｡ 私たちが どん な関係だ っ たか 当てて ごらん ｡+)
(夏曙関 ･ 父 ･ 30代⇒ 夏小雨 ･ 娘 ･10代)
以上の用例では ､ いずれも話 し手が 自分 の視点に立 っ て 一 人称代名詞で 自分の こ とを表
現 して い る｡ これは タイプ[1]の ｢話 し手 の視点に よる自称的なとらえか た+ で ある｡ これ
は 一 人称代名詞の 本来の使 われ方で ある o 図示する と ､ 次 の ように なるo
図 4 : タイ プ[1〕話 し手 の 視点 に よ る 自称的なとらえか た
父 ○ - - - - -△
◎ 息子 (話し手) r我 w古(ぼく)J
(r我 w6 (ぽ く)+ : 息子 (4 才) ⇒ 父 親 (30代), 自分の こ とを い うとき)
こ の表現形式は親族 間にお い て も､ 非親族間にお い ても ､ 男女､ 世代 ､ 親疎と関係なく
用 い られて い るo また ､ 一 人称代名詞 は ｢我 w 8+ の 用例が 殆 どで あり ､ 人称表現 にお け
る用例数の 比率か らも､ ｢我 w8J は 一 番多く用い られ て い る自称の 表現形式で あろこ とが
分か る｡
また ､ 次の用例の ように ､ 一 人称代名詞 の複数形 ｢我イ口 w 6 皿en(私た ち)+ ｢鳴 zan(私た
ち)+ ｢咽イ｢コz畠n m e n(私た ち)+ の 用例も見られ る｡
No･34‥ 既然迭祥, 匪司之何元債可 軌 (こうで あるか らには ､ 私たちは もう話 し合うこ と
は ありません ね｡) (鐘鋭 ･ 愛人 ･ 30代⇒ 王純 ･ 愛人 ･ 20代)
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No･35: " 一 成百成 , 一 成百成!
” 暁雪仰起消光内内的胎 , ``匪酔｢ゑ吋候オ能移等到佑的 -
成百成?
”
(ト っ の こ とを成 し遂 げれば､ 万事うまく行く っ て 口先ばっ か り !+ 暁雪がき
らきらと光る額でぬ れて い る顔を挙げて こう言 っ た o ｢塾皇立上旦全土塵重き_は い っ まで待
て ばあなたが成功する っ て い うんですか｡+ (暁雪 ･ 妻 ･ 30代⇒ 鐘鋭 ･ 夫 ･ 30代)
No･36: 公安局是不全茂我 , 可要真 出了事 , 出在国家里 , 也寓嚢不是? (公安局の人 は私甲
こ とを疑うなんて ことないだろうけど､ 万が 一 ､ (事前に知らずに) 私たちの 家で何 か起こ
つ た ら､ 悔 しい じや ない の ｡) (杵玲芳 ･妻 ･ 50代⇒ 老弄 ･ 夫 ･5 0代)
No･37‥ 暁妹走辻来･･ ``好 了T T, 等匝酸宅洗十凍 , 洗完凍他就又干干浄浄的了 ｡.” (暁氷
がや っ て きて ､｢TT ちゃ ん ､ 塾生らは これ(縫ぐるみ)をお風呂に入れてあげま しょうよo
大丈夫よo ( 彼が) すぐにきれ い になるからねo+) (暁妹 ･ お ば ･ 2 0代 ⇒T T･ お い ･ 4 才)
｢我イ口(私たち)+｢喝(私た ち)+｢馴｢](私た ち)+は こ の ように複数 を表すはずであるが ､
次の ように ､ ｢咽(私た ち)+ は複数形 を持 っ て単数の話 し手 を表現す る用例も見られた ｡
No･38‥ 我不是想尽快把法事解決了喝 , 抱抱就是 一 年 , 困邸藍得起施 軌 (私はできる だけ
早く この こと(再婚)に けじめをつ けようと して い る の か しら｡ 長引く と､ 年取 っ て いくだ
けで ､ 塾生主+ 塾Lはそれ に耐 えられませ んか ら.)
(周托 ･ 同僚･ 30代⇒ 暁雪 ･ 同僚 ･ 30代)
No･3 9‥ 夏順升也不免有些不好意思 : " 大乱 悠返句活真把我髄膜了 , 碗英不座 臥 固不犯
了述不成? 得辻 一 次 , 永久免疫 ｡ ” (夏順開もさすがに照れ て しま い ､ ｢や あ､ お姉さん ､ あ
なたさまの お言葉で本当に恥ずか しくなりま した よ o 塾たち+ 私ま_はもう二度とこ ん な恥
をかきたく ありません か らお許 しください . 一 度水痘癒に なっ た か ら､ もう二 度となる よ
うな心配ありません からo+)･ (夏順汗 ･ 知人 ･30代⇒ 王亜茄 ･ 知人 ･ 30代)
｢我イロ w6m e n( 私たち)+ ｢唱 z畠n( 私たち)+ ｢哨イロzan m e n( 私たち)+ は同 じく 一 人称代
名詞 の複数形で はあるが ､ ｢我イロ(私たち)+ は排除式 (e x clusive) と言われ ､ 聞き手を含
まな い話 し手側の領域を指し示す｡ ｢咽 z畠n ( 私たち)+ ｢咽イ｢]z畠nm e n(私たち)+ は包括式
(in clu siv e) と言われ ､ 聞き手を取り込んだ話 し手側 の領域を指 し示 して い る ｡
話 し手は自分の視点に 立 っ て 一 人称代名詞で自分の こ とを表現 してい るが ､ No. .3 8､ 39
の ように複数形から単数形 - の転用が認め られた｡ こ の場合 ､ 話 し手 は聞き手まで を含む
領域を指す ｢哨 z畠nJ｢咽イロz魚n m e n+ という複数形を用い て ､ 単数の 聞き手 を取 り込む形で
自分の こ とを表現する ことによ っ て ､ 聞き手に親近感 を持たせて 聞き手の理解や許 しを求
めて ､ 会話の 雰囲気を和らげる効果が あると考 えちれ る｡
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4. 1. 2. ニ 人称代名詞 の形 式
二人称代名詞が 自称 に用 い られ る用例も 15例見られた ｡
No･40:折着挺 軌 可 脚阿, 不晃 ｡囲去上班到吋就得往家里交工資把 , 迭工 資准拾囲牙? ((こ
の 計画は) よさそ うに聞こ えるけど､ うまく いく わけない よ｡ あなた(私)が仕事をや っ て
い る っ て言う以上 ､ 家に給料を入れない わ けに は い か ない だろ｡ そ の給料は誰が (あなた
(私)に) くれる ?) (老弄 ･父 ･ 50代 ⇒弄軒 ･ 息子 ･20代)
こ この ｢僚 nⅠ( あなた)+ は ､ 聞き手 であ る息 子をさす二人称代名詞で ある｡ 対称表現と
して 聞き手を指 し示す のが 二人称代名詞 の本来 の 用法で あるが ､ 話 し手で ある喬さん は聞
き手 の こ とをい うときと同形の こ とばで自分 の こ とを表現 して い る｡ これ は タイプ [2] に
あた る ｢話 し手 の視点に よ る対称的なとらえ方+ で ある｡ 話 し手が視点を移さず に指 し示
す対象を変え､ 自分 と聞き手 とを 一 体化させ る表現で あると見て とれ る｡ 他 の用例を次の
ように挙げておく ｡
No.4 1: 算了就法名着眼 , 人家未練是看困的実力 ｡ ((面接の た めの 洋盛運 びは) こ れで い い
よ｡ 向こ うの 人はや っ ばり外見 より塾生左上孝弘 の実力で決め るん だから｡)
(暁雪 ･妻 ･ 3 0代⇒ 鐘鋭 ･ 夫 ･ 30代)
No･4 2: 我都明白 ｡ 就是眼前 - - 地述熱 的 恥 抱在杯里 , 牢牢那住萄, 忠ゑ也不能想象就露
了 ｡ ((私 は) わか っ て い る｡ けど､ 彼女の 体は まだ温 か い ｡ こ の体 を胸に 抱き しめ て い る
とき ､ こ の 事はまだ し っ か りと塵塵宝_皇塾)__に つ かま っ て い た っ て いうの に ､ どう して もこ
れ から冷たく な っ て い くと思うと､ 辛す ぎる｡ )
(雨児･妻 ･30代⇒ 周 国平 ･ 夫 ･ 30代)
No･43:可活又硯 回来, 国対他 - 百十好 , 他未准能念固 - 十好)L, 梢有差池 , 他恨固恨得牙
痔痔的o (それ に しても ､ 塵 盤 (私1が彼(息子 の馬鋭)の ため に百倍の 苦労を して 面倒 を見
てや っ ても ､ あ亘 出塁弘の ありが たさを 一 つ も分か っ てくれや しない . ちょ っ とだけ不行
き届きが ある と､ す ぐに歯乳りす るほ ど塵塵皇上塾1を恨ん で しまうんだ.)
(馬林生 ･ 隣人 ･ 40代 ⇒許懐遠 ･ 隣人 ･40代)
この ように ､ 話 し手は 聞き手 をさす こ とばで 自分を表現する こ とに より ､ 聞き手 を引き
ずり込む形 で ､ 自分の こ との ように感 じさせ ､ ｢も し､ こ の こ とが あなたの 身に起 こ っ たら､
あなたは どうする ?+ と聞き手 に理解や同感 を求 めて ､ 納得させ る意図がある と見てとれ
る (cf. 張煉強1 982)0
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4. 1 . 3. 三人称代名詞の形式
自称 に三人称代名詞を用 い た用例は今回の資料で は ､ 1例見られ た｡
No.4 4: 餅鋭迫辻来‥ L` - - 迂些天辛苦像了, 暁雪!” 暁雪慢慢韓辻股来, 眼晴水江江的: "迂
些活, 舛税 , 偉力什ゑ - 去就是不肯魂? ” 紳鋭不知如何回答 ｡ ``知道女人圏的是什ゑ喝? - - I
就圃句清 , 清塊到了, 停止国分佑倣什A把! ''( 鐘鋭は暁雪を追 い か けて きた. ｢こ の 取
木当に( あなた に)苦労をか けた ｡ 暁雪!+ 暁雪がゆっ くり と顔 をそ っ ちに向けさせた ｡ ｢い
まの こ とば ､ 鐘鋭､ ( あなたは) なぜず っ と言 っ てく れなか っ たの ｡+ 鐘鋭は答えようがな
か っ た o ｢女 っ てね ､ 何の た めに(あなた に)尽く して い ると思う?今の - 言の た めだよ. こ
の 一 言をちや んと伝えた ら､ あなたは妓女i塾)に何 をさせ てもい い の よo+)
(暁雪 ･妻 ･ 30代⇒鐘鋭 ･夫 ･ 3 0代)
こ こ の ｢地 t a(かの じょ)+ は話 し手を基準に話 し手の 視点か らみた第三者の こ とであ
る｡ こ の 場合でも､ 話 し手 ･ 暁雪は聞き手 ･ 夫 に対 して ､ 第三者を指す三人称代名詞で自
分の こ とを表現 して い る｡ これは タイ プ [3] の Ⅰに あた る ｢話 し手 の視点に よる他称的
なとらえ方+ で ある｡ こ の 際 ､ 話 し手はまず ､ 先行詞 と して の 名詞 ｢女人(女)+ で自分を
客体的に表現 して ､ さらにそ れに照応する形で三人称代名詞 ｢地 t a+ を用 いて ､ 自分を部
外者と して第三者的にとらえて い る こ とに より ､ 聞き手に 自分 の こ とを冷静的 ､ 客観的に
見て ほ しい とい う感情を表現 して い ると考えられる｡
4. 2. 親族語嚢の単純型
自称 に用 い られた親族語嚢は 1 867例の うち99例 の用例 に見 られた ｡ これ らの親族語褒
は ､ 大体 ､ 聞き手 を基準に して い るが ､ 第三者 を基準にす るも のも ある (cf. 大西 1992､
19 94)0
4. 2. 1 . 聞き手基準
No･45 ‥
`
俄 来了 ,匡重来了 滴 邸ノL捧 珂孫子?'チ(｢(私が) 来た よ. お父 さん が来たよ｡ 息子
よ､ あなた はどこが痛い か い ｡+) (馬林生 ･ 父 ･ 4 0代⇒馬鋭 ･息子 ･10代)
上 の例 の ように､ 話 し手 ･ 父親が息子 の 前に自分の こ とを ｢含壱 baha (お 父さん)+ と
言う ｡ つ まり ､ 話 し手 は ｢我(私)+ の 代わ り に聞き手 が自分を呼ぶ ときの対称の こ とばを
用い る ことで自分を称 して い る｡ こ の 表現形式は ､ 話 し手が表現 の視点を聞き手に移すこ
とに よ っ て生 じると考えられる｡ これは タイプ [4] に あた る ｢聞き手 の視点に よる対称的
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なとらえ かた+ で ある｡ 図示す ると ､ 次 のようになる｡
図 5: タイ プ [4] 聞き手の 視点 に よ る対称的なとらえか た
父(話 し手)管 - - - - -△
＼
r竜巻 ぬ ba( お父 さん)+ ＼
＼
i
塩息子(聞き手)
(r竜巻 bさba(お父さん)J:父 親 (ヰo 代) ⇒ 息子 (10代), 自分 の こ とを い うとき)
他の 用例 を次の ように挙 げる｡
No･4 6:葛林生在外屋把夏青叫僅 , 内地 : " 葛鋭在学校到底表現忠ゑ祥? 俸イr]是同学 , 俸座咳
把英溝告塀匡憂国｡ ,∫ (馬林生はそ との部屋 で夏青を止 め たo ｢馬鋭は学校 で い い 子 に して
い るか い ｡ あなた た ちは同級生 だろ ｡ ( あなたは)最良旦さー_A!に 本当の こ と を教 えて おく
れ ｡+) (葛林生 ･ 隣人 ･ 40代⇒ 夏青 ･ 隣人 ･ 1 0代)
No･47 = 真吃辻了? 別躍 団 客気 B (食事は本当に済ませて きた の ? お ばさん に は遠慮は い
らない の よ｡ ) (大嫡 ･ 隣人 ･60代 ⇒ 夏順升 ･ 隣人 ･ 30代)
No･48‥ 固 功体 一 句 , 千万別随便寓 軌 (垂足呈ムはお 前に 一 言 を忠告 しとく よ o 離婚だ
けは絶対に勝手にす る じや な い よ｡) (李緬苧 ･ 友人 ･30代⇒ 銭康 ･友人 ･ 30代)
この表現形式は 日本語 と同様 に ､ 聞き手が 目下の 場合に よく見 られ る｡ 親が 子供の 前で
の 自称の 用例数を見 ると､ 聞き手が幼児の 場合は 32例 の うち30例 ､ 聞き手が 4 才の 場合
は 4 7例の うち 31例 ､ 聞き 手が 10代 の場合は 27例 の うち 1例 ､ 聞き手が 20代の 場合 は
3 3例 の うち o例 ､ 30代 の聞き手が三人 い て ､ それぞれ 14例 の うち 6例 ､1 4例の うち2例 ､
20例 の うち1例が見 られ る｡ 従 っ て ､ こ の形式は 日本語と違 っ て ､ 聞き 手の 年齢が高くな
る ほ ど使用す る頻度が低 下す る傾向が ある｡ しか し､ こ の 表現形式 は聞き手 が幼児 か ら
20, 30代 まで の 場合 にみ られ るの で ､ 話 し手が視点を聞き 手に移す こ とに よ っ て 自分と聞
き手 との 関係 を心理的に 一 体化 した表現と見ても よい と思われ る ｡ 話 し手が聞き手に対 し
て ､ 愛護 したい ､ 説得 した い ､ 親近感を持 ちたい などの感情を窺わせ る｡ そ して ､ こ の転
用現象は聞き手 が年少者ほ ど起 こ りやすい ようで ある｡
また ､ 次の ように ､ 目下の 親族語嚢を用 い た用例は 多くな いが ､ 聞き手 が父親 などの 目
上の 場合に用 い る例 も見られ る｡
No149: 口敬 一 兄父来那怒気沖沖的祥子 , 立即釆取了投降成木, 他装出 一 副小可怜的祥子,
一 迫鎗満堂下脆 一 迫悦, 雀 , 悠錬了匹司法 一 回肥 , 匹司知錯 了, 匹司不敢了 - - - ( 門域は
父 親がカ ンカ ンに な っ て い る の を見る と､ やば い と感 じて 降伏戦術をと っ た ｡ 彼はす ぐに
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可真相なふ りを して ､ 王満堂の 前で飽きながら､ こう言 っ た ｡ ｢お 父 さん ､ ( あなたさまは)
今回だけ基王をお許 しくださ い o 塵王は悪か っ たです o 急呈はもうニ度と同 じ間違い を し
ません ｡+) (｢1敏 ･息子 ･30代⇒ 王満堂 ･父 ･ 6 0代)
上 の例の ように息子 が父親の 前に自分の こ とを r)L 子er zi (息子)+ と言うの が これに
当た る｡ こ の形式は ､ 今回の親族語桑の 99例 の用例 の うち7例が 見られた ｡ これも目下の
話 し手が表現の 視点を目上 の聞き 手に移 した表現形式と思われ るが ､ 聞き手が 目下の場合
と全く同様に用 い られ るか に つ いて は検討す る必要が あるが ､ こ の形式 は使用頻度が非常
に低く ､ しかも目上の 聞き手 に親近感を持たせ ､ 甘えた い ､ 許 して欲 しい など､ 特殊 の言
語環境に用 い られ る場合が多い ｡ 他 の 用例を次の ように挙げておく｡
No･50: 李兄 , 匪桓佑 一 句, 英活, 俸 比弟弟只現不 鼠 (李兄さん ､ 塾ま( あなた に) 本当
の こ とをい うよ｡ あなたは盈よりず っ と強い んですよ｡ )
(銭康･ 友人 ･ 30代⇒ 李緬苧 ･友人 ･30代)
No･51‥ "成｡
”
葛多乳
"
匹司式明白価的心情o ” (｢い い です よ｡+ 馬多が言 っ た ｡ ｢息子 は
あなたの お気持ちをよく分か っ て い ますo+) (-q多 ･ 息子 ･1 0代⇒ 老馬 ･ 父 ･ 4 0代)
4. 2. 2. 第三者基準
今回 の 資料では ､ 第三者を基準に した親族語嚢の 用例は 99例の うち1例の み である｡
No
･
5 2‥軍芳在家里是老大･ 仇小就知道心 痔人, 仇没伸 朝 咽要辻未熟 (慧芳はうちの長女
だか ら､ 幼い こ ろか ら物事をよく分か っ て い るの ｡ 物欲 しさでお 母 さん(私)にせ がんだ こ
とは 一 度もなか っ た の よo)(刈大嫡･ 隣人 ･ 60代⇒ 王折生 ･ 隣人 ･ 20代)
話 し手 ･ 劉大 熟ま第三者 ･ 慧芳の母親で あり ､ 慧芳 から ｢婦 m a(お母 さん)+ と呼ばれ て
い る｡ こ こ の ｢嫡 m a (お母 さん)+ はまさ しく第三者 ･ 慧芳が話 し手 に呼びか ける対称の
ことばで ある｡ こ こで は ､ 話 し手は第三者 を基準に した親族語嚢を選び ､ しかもい っ たん
第三者に視点を移 して から自分の こ とを表現 して い ると見て とれる｡ これは タイプ [5〕に
あた る ｢第三者の 視点に よる対称的なとらえかた+ で あるこ 会話の 中で ､ 話題人物が い る
場合 に稀に見られ る｡
4. 3. 組み 合わせ型
上で分か る ように ､ 一 人称代名詞 ｢我 w 6 (わた し)+ は中国語 では最も 一 般的な自称表
現で あるが ､ 組み合わせ型 の用例も見られてお り ､'自称 の総用例数の 1867例の うち54例
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が見られた ｡ 中で は ､ ｢人称代名詞 ＋親族語嚢＋ 人称代名詞+ の 形式 は 2 例 ､ ｢人称代名詞
＋親族語桑+ の形式は 33例 ､ ｢親族語嚢＋ 人称代名詞+ の形式は 1例 ､ ｢人称代名詞＋ 指示
代名詞 ＋親族語嚢 etc. + の形式は 1 8例がみ られたo 中国語 の人称代名詞 と親族語嚢は様々
な形式で 自称に用 い られて い る こ とが窺われ る｡ 次 からは ､ こ れ らの 特徴を見て いく ｡
4. 3. 1. ｢人称代 名詞 ＋親族語嚢＋ 人称代名詞+の形 涜
こ の 表現形式は組み合わ せ型 の 54 例の うち2 例が見られた ｡
No.53 :俸三叔鹿, 1958年大既述生人 , 出来的吋候既述 了 - 下子 , 投把握准火候 , 早戸｡ (墓
前 の (父 方の 三番目 の 年下の) お じさんで ある俺 は ､ 1 958年 の大躍進時代に生まれた ｡ 生
まれ るときに ､ ち ょ っ と した ｢躍進+ が あっ て ､ ち ょう どい い タイ ミ ン グに生まれなか っ
たん だ ｡ 予定 日より早く 出ちや つ て さ｡ ) (rl壊 ･ お じ ･ 30代 ⇒ 斧子 ･ お い ･ 20代)
｢人称代名詞＋親族語嚢＋人称代名詞+ にお い て は ､ ｢人称代名詞 ＋親族語嚢+ と後ろ の
｢人称代名詞+ とは 同格関係 にあるo こ こ で用 いた親族語桑 ｢三叔 s a-n shQ(父方 の 三番目
の 年下の お じさん)+ は聞き手を基準に して い る｡ しかもそ の基準を ｢佑 n ‡(お まえ(の))+
をつ けて 明示す る こ とに より ､ ｢俸三叔 n Ⅰ s an shn (おま え(の 父方 の 三番目 の 年下)の お
じさん)+ の形で客体的､ 他者的にとらえるo さらに話 し手は自分 の こ とを ｢我 w 6 (わた
し)+ と 一 人称代名詞 で表現 して い る｡ 従 っ て ､ これはやは り ｢話 し手 の視点 に よる自称的
なとらえ方で あると考えられ る｡ しか し､ これ は単に会話の 場に お ける話 し手 と いう役割
で はなく ､ 聞き手との 親族 関係 にお ける役割と いう情報 ､ 内容 をも提供 して ､ そ の 役割を
意識 した組み あわせ表現で あると見て とれる｡ 他 の用例 を次の よう に挙 げる｡
No.54:
"
慢慢慢 , 弄軒, 伽迂溝是什
Ji 意思, 合着伽是悦匝至頭作卦 - 十男人巳象不 -
''(｢ち
よ つ と待 っ て ､ お 前何 を言 っ て るんだ｡ あなた のお父 さん で ある私が 男と して もう駄 目だ
っ て いうの か ッ ｡+ (老芥･ 父 ･50代⇒ 弄軒 ･ 息子 ･20代)
これ は聞き手 と の親族関係 にお ける役割をも意識 した表現形式で あるが ､ ｢我 (わた し)+
を明示するこ とか ら､ 中国語 の自称表現 にお い て は ､ 聞き手 との親族関係 にお ける役割を
も意識 したときでも ､ 話 し手で あると いう表現 の視点 を常に 明示 する特徴 が あると見てと
れ る｡
4. 3. 2. r人称代 名詞 ＋親族語垂+の 形式
No.55:
..
脚表不起匝司, 棚 上我法 相 運算併有 酢 . ,, (
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｢お 前は (お 前 の) お 父 さん
をバ カ に して んの か o お前にはお 父さんとい うこ の私が つ い て い るの は 運が い い と思 えoJ)
(馬林生･ 父 ･ 40代 ⇒馬鋭 ･ 息子 ･ 10代)
こ こ の 人称代名詞は親族語嚢を修飾 ･ 限定 して い る｡ こ の形式の親族語桑は聞き手 を基
準に した話 し手の 親族関係 を表すが ､ ｢伽(的)n ‡(d e) (あなた ＋(の))+ を付 けるこ とに
よ っ て話題人物の こ とを言う際に用 い られ る表現と同形に なる｡ 話 し手 は聞き手 の視点も
意識 して 聞き手 との 関係を把握す るが ､ ｢ニ 人称代名詞(＋ の)＋+ をつ ける形をとる ことに
よ っ て ､ 話 し手が 自分の視点に戻る｡
こ の 表現形式は話 し手が 自分の視点に立 っ て ､ ｢ワ タ シ+ で はなく ､ 自分と聞き手と の 関
係 を第三者的に捉え る ことに よ っ て生 じる o こ の場合 の ｢伽含 n王b畠(あなた の お父 さん)+
は話 し手が 自分の ことを客体化 した表現とみて とれる ｡ これは タイプ[3]の Ⅱ にあた る｢話
し手 の視点に よる他称的なとらえ方+ で ある｡ 図示す ると'､ 次の ようになる｡
図6: タイ プ[3] 話し手 の 視点 に よ る他称的なとらえ方
父(話し手) ?- - - - - -△
t
I 事
l
r僻膏 n,ba(お前の お父さん)+ 父盛… _# 息子(聞き手)
(r伸貴 nT ba(お前のお父さん)+:父 親 (40代) ⇒ 息子 (10代), 自分 の こ とを い うとき)
他の用例を次に挙 げる｡
No･56:大安笑青 嵐 剖婦, 悠都快成破裏書家了 ｡ - - - 刈姉嵐 俸当忠ゑ着? 匝頭想得深 ｡
(大安は笑い ながら劉お ばさん に言 っ た ｡ ｢劉お ばさん ､ ( あなたさまは) プロ の探偵さんに
負けて い ませんね ｡+ すると､ 劉おばさんは ｢あなたは私 の ことを何だと思 っ てた の ｡ あ生
たの劉お ばさん は考え深 い の よ｡+ と言 っ た ｡)
(刈姉･ 隣人 ･ 40代⇒ 大安･ 近所 の交番 ･ 20代)
･o･57: 琳 生向ノL 子 一 歩歩 - 来 ‥
"
僻想助手打匝頭え?” (馬林生は息子 に 一 歩 一
歩に近づ い て ､ ｢お前は (お前 の) 父親を殴る気 かね｡+)
(馬林生 ･ 父 ･ 40代⇒馬鋭 ･ 息子 ･ 1 0代)
こ の ように用 い られた親族語嚢は ､ No.55 のような呼格的用法と代名詞的用法を併せもつ
｢巻 b畠 (お父 さん)+ とNo.57 のような視点が介入 しないで ､ 体系上 一 名詞 と して用 い られ
る ｢父 来f CJqin(父親)+ の形式が見られ るが ､ いずれも二人称代名詞を付 けるこ とに よ っ
て ､ 客体化 した表現になる｡‾
｢親族語嚢+ の 単純型も ｢人称代名詞 ＋親族語嚢+ の組み合わせ型も自称表現として用
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い られる の は ､ 中国語 の親族語･嚢は文鎮上 ､ そ の基準 (参照点) を明示す るまた は明示 し
ない まま ､ 用 い るこ と
■
が許されると いう こ とに なるが ､ ｢親族語嚢+ の 単純型 の 場合は ､ 形
式上 ､ 親族語嚢の基準 (参照点) を聞き手に置くだけで はなく ､ 表現 の視点も聞き手に移
して い るた め ､ 親族語嚢の 基準 (参照点) と表現の視点が 一 致 して い るo 従 っ て ､ これは
一 体化 した転用表現で あると見て とれ る . それ に対 して ､ ｢人称代名詞＋ 親族語嚢+ の 組み
合わせ型 の 場合が ､ 親族語嚢の基準 (参照点) を聞き手 に置くが ､ 表現 の視点は話 し手が
｢僻的 n 王de ( あなた の)+ をつ ける こ とで ､ 自分を客体的に捉えて い るた め ､ 親族語嚢の
基準 (参照点) と表現の視点は 一 致 して い ない o 従 っ て ､ これは 一 体化 した転用表現で は
な い と見て とれる ｡ こ の表現は 一 体化 して い ない だけで はなく ､ 一 体化 どこ ろか ､ 相手 と
距離を置くた めに わざと用 い た表現で あると考えられ る｡ い ずれに して も､ 両者 は ､ 一 人
称代名詞が 自称表現 に多用されて い るとい う前提にお い て ､ 一 体感 を持 ちたい ､ 距離を置
きた い な ど､ 特別 の言語環境にお ける転用表現 と見て とれる ｡
こ の表現形式は 聞き手が目下の 場合に よく見られ るが ､ 次の例 のように ､ 母親に対 して
自分 の こ とを ｢｢悠)L 子nin 色r zi (あなたの 息子)+ と称す る ように ､ 聞き手 が 目上の 場
合に用 い る用例もあ っ た ｡ こ の 場合も ､ 話 し手が自分と聞き手 との 関係 を第三者的に捉え
る こ とに より発生す るも の と考 えられ る｡
No.58:
`
1軌 外共的事, 一 句半句的我也践悠税不明白, 反正匝垂直司伽知道 , 匝亘司絶不
是呼人o
''
(｢お 母さん ､ 外 で何が あ っ た か ､ 一 言で は説 明でき ませ んが ､
供 の ことは あなたが 一 番 ご存知です ｡
;
あなたさま の 子
あなたさまの 息子 は けっ して悪 い 人で は ありませ ん
よ ｡+) (息子 ⇒ 母親)
さらに ､ 第三者を基準に した親族語嚢が用 い られる用例も稀で あるが ､ 次の ように ､ 同
形式の 33例の 用例 のうち1例が 見られ た｡ こ の 場合は ､ 話 し手が タイプ[3]の Ⅲ に あたる
｢話 し手 の視点に よる他称的なとらえかた+ で 自分の こ とを他者的 にとらえるという表現
にな る｡
No.59‥ 大成那迫)し軌 佑也去壊乱 告訴他, 匝云国税出去的 軌 就是坂上打打, 不会交!
(大成には あなたか らも言 っ といて ｡ 彼 の お ばさん の言 っ た こ とはそれで決まりだ｡ 変え
るつ もりは ない っ て｡) (刈大嫡 ･ 知人 ･ 5 0代 ⇒ 月娼 ･ 娘 の 友人 ･ 20代)
こ の ように ､ 話し手が親族の役割を合 わせ述 べ る表現で自分を客体的に とらえ､ 聞き手
と距離を保 つ 効果 を狙う意図がある と思われ るo
･ 56 -
4. 3. 3. ｢親族語轟＋指示代名詞 etc.+の形涜
こ の表現形式は用例が 1例 の み見られた o
No･60‥ 暁雪打牙自行辛 , 抱起T T放在后座上: "距俸硯T T, 匝 早就当得移移
的了!
”
(暁雪が 自転車の 後ろの 荷台にT Tを乗せ て ､ ｢T Tちや ん ､ マ マ とい うこ の 大人
はもう十分 こ り ごり よ｡+) (暁雪 ･ 母 ･ 30代⇒ T T･ 息子 ･ 4 才)
･ 聞き手で ある息子 ･ T T は寝坊 した い の にさせ て もらえない か ら､ 大人の ように 自分 の
権利 を持ちたい と話 し手で ある母親 ･ 暁雪に文句を言 っ た後 の会話である｡ こ こ の 偶 鈎
m a m a(マ マ)+ は聞き手である息子 ･ T Tの 視点から見た親族語愛である. 話 し手は表現
の 視点を聞き手 に移 して自分の こ とを表現 して い る ｡ ｢我+ より柔らかく て親近感を持 っ て
い るが ､ ｢迂十大人 zhegedar色n(こ の大人)+ を付けて合わせ表現 の形式 をとる こ とで息子
の 目 の 前にい る大人とい う役割をとらえて ､ 客体的 ､ イ ン パ ク ト的に表現 して い る｡
4. 3. 4. ｢人称代名詞 ＋指示 代名詞 ＋親族語嚢 etc.+の形涜
No.61: ` `我知道, 仰臥心里 , 瓜来都是睦不 起 転 頭的｡ ” (｢俺に は分か る｡ お前はず
つ と心 の底か ら重患些エ旦塾生主立を軽蔑 して るん だ.+).
( 馬林生 ･ 父 ･.40代⇒ 馬鋭 ･ 息子 ･ 10代)
こ の 形式は 4･ 3. 2. に近 い が ､ ｢迂十 zh色ge (こ の)+ を人称代名詞と親族語桑の 間に入
つ て い るとこ ろで 4. 3. 2. と異な っ て い る｡ 4. 3. 2. と同様に ､ こ こ の 人称代名詞は親族語
嚢を修飾 ･ 限定 して い る｡ こ の 形式の 親族語嚢は聞き手 を基準に した話 し手 との親族関係
を表 して い るが ､ ｢侮(的)(あなた ＋(の))+ を付 ける こ とに よ っ て ､ 話題人物の こ と をい
う際 に用 い られ る表現と同形 になる｡ 話 し手 は聞き手 の 視点も意識 して聞き手との 関係を
把握するが ､ ｢ニ 人称代名詞(＋の)+ をつ ける形 をとる こ とに よ っ て ､ 話 し手 が自分の視
点に戻る｡ こ の表現形式は話 し手が自分の視点に立 っ て ､ 自分と聞き手との 関係を第三者
的 に捉えるこ とに よ っ て生 じるo これもタイ プ[3]の Ⅱに あた る ｢話 し手の 視点に よる他
称的なとらえか た+ である｡ こ の 表現形式は ､ 話 し手が まず自分の視点に立 っ て 自分 を｢私+
ととらえて ､ そ して 聞き手 を基準に して他者との 関係 ､ 自分 の役割を 一 層強調 して ､ 再認
識する こ とに よ っ て生 じると考えられる｡ 話 し手の視点が失われて い ないが ､ 話 し手と他
者との 関係を意識 した組み合わせ表現であると見て とれる｡
しか し､ こ の表現形式が 4. 3. 2. の 表現形式と異なる点は ､ こ の場合は ､ さらに ､ ｢注十
zh色ge (こ の)+ を用 い る こ とで ､ 目の 前に い る自分 の役割をとらえて客体的､ イ ン パ ク ト
･ 5 7･
的に表現 して い る ｡ 他 の 用例を次 の ように挙げる｡
No.6 2:
"
濃得撫遷仏 迭十角 佑不是嫌我不i^ 他返十女婿喝?
”
(｢母親とい う こ の 私の こ
とをよく認 めてくれたね｡ あなたは婿で あるこ の彼 を認 めて い ない と怒 っ て い る じや ない
の ｡+) (劉大損･ 母親 ･ 50代⇒ 慧芳 ･ 娘 ･ 30代)
5. 表現形 式の相違と選択要因
5. 1. 表現形式の相違
自称に用 い られ る 日中両言語 の人称代名詞 と親族語嚢の表現形式と用例数は次の通 りで
ある ｡
表現形式 ① ② ③ - ④二 ⑤ (卦 ⑦人 ⑧ ⑨親 ⑲人 ⑪ そ の 合計
演 . 親 ･ 人称 人称 人 ＋親 親 ＋指 ＋指 描 他
上 下 人
称
＋
親
＋人 ＋
人
etc. ＋親
etc.
＋
人
用 例
数
日 125 4 540 0 0 0 0 4 0 01 23 697
中 92 7 16 3 4 1 5 133 2 0 1 18 0 64 1867
両言語とも､ 人称代名詞及 び親族語嚢が 自称表現に用 い られて い る0
用例数か ら見れば ､ 両言 語とも､ 一 人称代名詞 の 単純型が 自称表現に 一 番多く見られる
表現形式で ある｡
用 い られ方か らみれ ば､ 話 し手の性別 ､ 年齢 ､ 使用す る場 に より ､ 日本語 の - 人称代名
詞 に使い 分けが ある こ とが認 められ るo また ､ 日本語の 一 人称代名詞は ｢女 の+ ｢本人の+
｢今の+ などを前に付 けて ､ 同格 関係 をなす か ､ 修飾 ･ 限定を受ける ことが で きる｡ それ
に対 して ､ 中国語 の 一 人称代名詞が 話 し手 の性別 ､ 年齢､ 使用する場 による使 い分けが 見
られない ｡ そ して ､ 基本的 に ､ 一 人称代名詞 の前に他の 語を付 けて ､ 修飾 ･ 限定を受 ける
こ とができ ない ｡
さらに ､ 中国語 の人称代名詞 の場合は ､ 話 し手は自分の視点に立 っ て 一 人称代名詞 で自
分の こ とを表現 して い るが ､ 一 人称代名詞の 複数形 から単数形 - の転用 ､ 他称表現で ある
三人称代名詞か ら自称表現 - の 転用が認 め られた｡ こ の場合､ 話 し手は聞き手まで を含む
領域を指す ｢咽 z畠nJ ｢咽イ｢
'
]z魚nm e n+ とい う複数形 を用 い て ､ 単数の 聞き手を取 り込む形で
自分 の ことを表現す るこ とに よ っ て ､ 聞き手に親近感 を持たせ て聞き手 の 理解や許 しを求
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めるか ､ 三人称代名詞 ｢地 t 亘+ を用い て ､ 自分を部外者と して第三者的にとらえて い る こ
とに より ､ 聞き手に自分の こ とを冷静的､ 客観的に見 て ほ しい と い う感情が入 っ て い る｡
これ らの 転用表現 は ､ 前者は 一 体化 した表現と見て とれるが ､ 後者は - 体化 した表現で は
ない ｡
親族語嚢の場合 は ､ 両言語 とも､ 親族語嚢の 単純型が 自称表現 に用 い られ る｡ これ らの
親族語嚢は聞き手また は第三者を基準に したもの で あり ､ 聞き手または第三者が自分 を呼
ぷ ときの 表現と同形で ある場合が殆どである｡ 従 っ て ､ こ れは対称表現から転用 した結果
で あ る｡ そ して ､ こ の 転用表現は話 し手が視点を聞き手 に移す こ とに よ っ て 自分と聞き手
との 関係を心 理的に 一 体化 した表現と見てもよ いと思われ る｡
こ の 一 体化 した転用表現は ､ 日本語の場合 ､ 一 般化す る程度が 高い o それに対 して ､ 中
国語 の場合は ､ 聞き手 の年齢が高く なるほ ど使用す る頻度 が低下す る傾向が あり ､ こ の 一
体化 した転用現象は聞き手が年少者ほ ど起こ りやす い ｡ そ して ､話 し手 が聞き手 に対 して ､
愛護 した い ､ 説得 した い ､ 親近感を持ちたい などの感情を窺わせ るo さらに ､ 中国語で は､
使用頻度が非常に低 い が ､ 目下の 話 し手が 目上 の 聞き手 に対する場合にも親族語嚢を自称
に用い る用例が見られ ､ 目上の 聞き手に親近感を持たせ ､ 甘えたい ､ 許 して欲 しい な ど､
特殊 の 言語環境に用い られ る場合が多い ｡
自称表現にお い て は ､ 形式上 ､ 日本語の ほうは単純型が 中心で あるが､ 組み合 わせ型の
表現形式も見られた ｡ これは他称表現か らの 転用で あると考えられ る｡ 日本語 の場合 は ､
｢母親の私+ の ように ､ 親族語嚢が人称代名詞と同格 関係 をな して い るもの が多い0
中国語の場合は ､ 単純型の ほか ､ 組み合わせ型は 日本語より高い割合で見られた｡ それ
らの組み合わせ表現は ､ ｢俸雀 nⅠb包(あなたの お 父さん)+ の ように ､ 人称代名詞が親族語
桑を限定す る形をとっ て い るほか ､ さらに ｢俸雀 n‡b畠 (あなた の お父 さん)+ の後 に
一 人
称代名詞 ｢我 w8 (私)+ をつ けて ､ 同格関係 をなす表現もあるなど､ 様 々 の 形をと っ て い
る.
･
これ らは他称 か らの転用表現が多い o しか し､ これらは会話 の場以外にお ける他者と
の役割関係 を意識 した表現で は あるが ､ - 体化 した表現では ない o
5. 2, 表現形 式の選択要因
以上 ､ 日中両言語の 人称表現における人称代名詞 と親族語嚢の表現形式の 特徴の相違を
見てきた o そ の選択要因に つ い て は､
一 名詞 ･ 代名詞と して の体系上の 意味特徴と性格と
い っ た意味論的な要因､ 文構造､ 敬意の 表現法 ､ 話者の意図､ ス トラテ ジ ー と の 関係 ､ ｢上 ･
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下+ ｢ウチ ･ ソ ト+ 意識 ､ 他者との 関係の捉え方と い っ た文化的背景との 関係 など､ 多方面
の 要因が あると考えられ るが ､ こ こで は ､ 主に表現視点の 置き方 ､ 意味論的､ 語用論的な
要因を見て み る o
5. 2. 1 . 表現視点と語嚢の基準との 関係
い ままで見てきた ように ､ 雨音語とも ､ 日本語の 自称表現 に人称代名詞 と親族語桑の ｢単
純型+ の ほ かに ､ 親族語嚢か人称代名詞が他の語 との ｢組み合わせ型+ が見 られた｡ これ
は ｢自称+ ｢対称+ ｢他称+ の 間に お こ っ た転用の 結果で あると考えられる o こ の 転用は ､
人称代名詞と親族語糞の基準 (参照点) や話 し手 の表現 の視点 の置き方 にも関係 して い る
こ とが分か っ たo また ､ こ れらの あり方に より､ - 体化 した現象が起 こ る場合とそうでな
い場合が ある こ とも明らか に したo ｢自称+ ｢対称+ ｢他称+ にお ける転用は ､ 一 般的に ､ 話
し手が自分 ･ 聞き手 ･ 話題人物を表現する中で ､ 表現 の視点をどこ に置くか ､ 即ち視点の
移動 の有無に よ っ て生 じると考えられ る｡ 日本語の 場合は ､ 常に語嚢わ基準 (参牒点) を
移動する ととも に ､ 表現の 視点も移動 して ､ 両者を 一 致させ る特徴が あると いう こ とで ､
- 体化 した転用表現が 起こりやすく なると考えられ るo
5. 2. 2. 意味論的な要因
自称表現に見られ る中国語の 人称代名詞は - 人称代名詞 の複数形か ら単数 - の 転用 ､ 対
称の 二 人称代名詞または他称 の 三人称代名詞か らの転用が見られたo 中国語 の人称代名詞
は 自称 ､ 対称 ､ 他称間にお ける転用が よくみられる の は ､ 中国語 の 人称代名詞に ｢上 ･ 下+
｢ウチ ･ ソ ト+
■ と い っ た意味内容が それ ほ ど厳 しく規定され て い ない ことにも関係 して い
ると考えられ るo こ れに対 して ､ 自称表現と して の 日本語の 人称代名詞に こ の ような転用
が見られない の は ､ 日本語 の人称代名詞 に ｢上 ･ 下+ ｢ウチ ･ ソ ト+ とい っ た意味内容が厳
しく規定されて い る(cf. 小林 1936)こ とにも関係 して い るで あろうと考えられ るo
また､ 日本語 の親族語嚢体系にお い て ､ 世代にお ける ｢上 ･ 下+ とい っ た意味内容が な
く ､ ｢親 しい+ か どうか とい っ た認知構造をも っ て い るため ､ 親族語嚢に よる心理的な 一 体
化表現が生 じやすい とも見てとれ る o - 方 ､ 中国語の親族語尭は ､ 体系上 ､ 世代にお ける
｢上 ･ 下+ とい っ た意味内容 が詳 しく記述されており ､ ｢世代の 上下+ とい う概念を重要な
要素と して認識し ､ ｢上+ か ｢下+ か をは っ きり明示 して ､ 区別する とい っ た認知構造をも
っ て い る(cf. 陳露 201)ため ､ 親族語嚢に よる心理的な - 体化表現は生 じにく い とも見て
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とれ る｡ 運用上､ 中国語 の 自称表現の 中で 目下の者に も親族吾桑を用い るこ とが できる こ
とや親族語嚢の 基準と話 し手 の視点をは っ きり明示 する ｢人称代名詞 ＋親族語嚢+ などの
表現形式が多用される の は意味的な制約にも関係 して い る と考えられ る｡
5. 2. 3. 語用論的な要 因
そ れぞれ の表現形式 ､ とく に組み合わせ型を考察す る際に述 べ たが ､ これらの表現形式
は い ろ い ろな意図や感情をも っ て用 い られ る場合も少なくない ｡ 両言語 とも､ 人称代名詞
と親族語嚢の運用 における方策や意図などによる表現が見られ る｡
両言語とも､ 母親が子供の 前に自分の こと を ｢お 母さん+ と いう場合が ある｡ 会話 の場
で の話 し手で ある の に ､ ｢ワタ シ+ と明示 しない で ､ 明快さが足 りない ､ 唾昧さが あると思
われ る｡ しか し､ こ こ には聞き手に親近感をもたせ ようと い う意図が窺われ る｡ 日本語の
場合は ､ この 転用表現が中国語 より 一 般化す る程度が高い た め ､ 特別 な感情などを表わす
度合 いが中国語ほ ど強くない と見てとれ るo
また､ 中国語の 人称代名詞と親族語嚢の組み合わせ型の 形式は ､ ｢佑雀我 nlbaw8 (お前
の お 父 さんで ある私)+ ｢鴨ノし地婦 y畠e rt 細 a(略ちや ん という彼女の お母さん)+ などの よ
うに ､ 長くて ､ 煩雑 な印象を与える｡ これは照れや不快感や怒り ､ 冗談などを表 した り､
聞き手に自分や他者 の役割を喚起させたりする効果が ある と思われ る｡
おわりに
日本語 の 自称表現に は ､ 母親が 子供 の 前で ｢カ ー チ ャ ン+ と 自称する ように ､ 呼格的
用法 を持 つ 親族語嚢が 自称 - の 転用が見 られ る ｡ こ の転用表現 は ､ 同時 に他者 に表現の
視点 を移 して心 理的 に 一 体化 した表現でもある ｡ 親族語嚢の ｢対称か ら自称 -+ の 転用
パ タ ー ン か らみれ ば､ 話 し手 は自分を中心 に した場 を離れて ､ 自分を他者 - の ｢ 体化を
目指 して い る ように思われ る｡
中国語でも転用現象が見られたo 人称代名詞の場合は ､ まず､ 自称 の 一 人称代名詞 の複
数形が単数を表す の に転用された｡ 対称の 二人称代名詞が自称表現に転用される現象もみ
られた｡ 他称の 三人称代名詞が 自称表現に転用され る用例もみられ ､ 中国語 の 人称代名詞
は 互 い に転用されて い るの が特徴的で ある｡ 中国語の 人称代名詞 にお ける転用表現か らみ
れば､ 三人称代名詞が自称 - の 転用は ､ - 体化 した表現では ないが ､ 一 人称代名詞 の複数
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形 と二人称代名詞の 場合は ､ 話 し手は他者を自分の側 また は聞き手側に取 り込む形 で心理
的に∵体化 して表現す る のが 特徴的で あるとい えるo 中国語でさj:
.
､
｢上 ･ 下+ ｢ウチ ･ ソ ト+
とい っ た意味の制限を殆 ど受けて い ない 人称代名詞の 転用が他者との 一 体化す る手段の 一
つ である よう に思われ る｡
中国語の 親族語嚢の 転用 の場合は ､ 日本語と同様 に ､ 呼格 的用法 を持 つ 親族語桑が自称
- の転用も見られた ｡ しか し､ 日本語と違 っ て ､ 他称表現と して の 親族 語嚢が 自称に転用
され る表現も多く見られ る｡ これらの 転用表現にお いて は ､語嚢の基準だけを移動させて ､
表現 の視点を移動 させ ない で表現す るの が 多く ､ 話 し手中心 の特性が守 られて い る という
傾 向が あると言えよう｡
従 っ て ､ 中国語の 自称に見られ る転用表現は 一 体化 した 表現とは 限らな い . 中国語で は ､
人称代名詞 の ｢自称 の 複数形か ら自称 の 単数 -+､ ｢対称 から自称 へ +､ ｢他称 から自称 - +
と いう転用 パ タ ー ン ､ そ して ､ 親族語嚢の ｢対称か ら自称 へ+､ ｢他称か ら自称 - + という
転用 パ タ ー ン からも､ これらの転用 にお い て は ､ 語嚢の 基準 と表現 の視点 の 置き方が様々
で あり ､ 複雑 なもの で あるが ､ 日本語と比 べ て い えば ､ 本来 の用法 はもちろん であるが ､
転用表現 の 中で も､ 一 体化表現の 頻度が低く ､ 常に表現の 視点と語嚢の 基準を明示す る特
徴が ある｡ 従 っ て ､ 指示代名詞 などとの 関係 に つ い て の課題が残 っ て い るが ､ 日本語と対
照させ る意味で ､ 自称表現 に見られた中国語 の 人称代名詞と親族語嚢の 表現形式に限 っ て
い えば､ 中国語で は ､ 話 し手 は自分を中心に して他者 を客体的 に捉える傾 向が ある ように
思われ る｡
注:
① 本稿は 2002年 9月 に千葉大学に提出 した博士 学位請求論文の 一 部を抜粋 して加筆 した
もの で ある ｡
② 本研 究は実際の 会話に近 い もの と して 両言語 とも ､ 1990年代に 書かれて ､.同年代 を題
材に した文学作品 の会話文 を資料と した｡ これ らの 作品は い ずれも東京 と北京 を中心とす
る都会生活者の 人間模様を描 い た作品で ､ 日本や 中国で ドラ マ 化 または受賞な ど大衆の共
鳴を得て大きな反響 をもたら した｡ 登場人物の年齢層 は幼児か ら 70代まで様 々 で ､ 作品
の文脈もは っ き り して おり ､ 家族や近 隣､ 同僚などの 間にお ける上下親疎などの人 間関係
と場面を把握 しやすい と思われる｡ 以上 の理由で ､ 現代文学作品を言語資料に した ｡
③ [E] ･ 中】は この タイプ が 日本語と中国語た見られたこ とを意味す る. [日】また は 沖】は こ
の タイ プが 日本語 または 中国語 に見られたことを表わ して い る｡
◎ これらの 表現形式は ､ ｢親族語嚢 ･ 目上+ を ｢親 ･ 上+ と､ ｢ 一 人称代名詞+ を ｢ 一 人
称+ と ､ ｢親族語棄＋人称代名詞+ を ｢親＋人+ と略す ように ､ 頭文字や前半の 部分 をと っ
て省略形で表記す る｡ 以下同｡ なお ､ ①､ ②の ように前に つ けて ある番号は 日 中両言語 の
表現形式をあわせて並 べ た際 の順番 を示すも の である ｡
･ 62-
⑤ ｢ワタ シ+ の 語例は漢字また は平仮名 で表記された もの とした｡ ｢ワ タク シ+ の語例は
仮名 で表記されたもの と した ｡
⑥ ｢長子 ･娘 ･20代⇒ 節子 ･ 母 ･ 60代+ は｢話 し手 ･ 関係 ･年齢⇒ 聞き手 ･ 関係 年 齢+を表す｡
以下同｡
⑦ 中国語 の作品用例の 日本語訳は筆者による ｡ 以下同｡
言語資料として用いられた主な文学作品:
(1)『渡る世間は鬼ばか り ･ 1』 橋 田寿賀子著 集英社 19 96年
(2)『ヤ マ ダ ー 家の 辛抱 上 ･ 下』群 よう こ著 幻冬舎 199 8年
(3)『孫 二負ケズ』 北杜夫著 新潮文庫 19 99年
(4)『天国まで の 百 マ イ ル』 浅田次郎著 朝 日新聞社 1 998年
(5)『鉄道員』(短編集) 浅田次郎著 集英社 199 7年
(6)《挙手》 王海鈎著 人民文学出版社 1999年
(7) <刈慧芳 > 《王朔文集 ･3》 王朔著 華芸出版社 19 92年
(8) 《奴姐 - - 十父某的札忠 一 》 周国平著 ｢ 西挿花大学出版社 1996年
(9)《全家福》 叶広琴著 北京出版社 19 98年
(10) <我是佑雀雀 > 《王朔文集 ･3》 王朔著 華芸出版社 1 992年
(ll)《渇望》 鄭万隆 ･ 李暁明著 北京十月文芸出版社 1991年
(12) <俊二男> 蘇叔陽著
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